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タイ @ラオスでのテニスを通した盟際交流

山間幸雄1)

4月に体芸テニスコートで開催している筑波

大学国際テニストーナメントに関する活動の一

環として，東南アジアでテニスを通した国際交

流活動を行っている。 2014年3月には， タイ

の3つの都市とラオスのビエンチャンを訪問し

てテニスの指導を行ってきた。タイでの 3つの

都市とは，首都のバンコク，東北地方の仁ト心都

市であるコンケーン，そしてラオスとの国境に

近いウドンタニである。ウドンタニは，ベトナ

ム戦争当日寺，アメリカ箪の出撃基地として栄え

たIIJJである。現在は，静かな美しい町並みが広

がっている。ウドンタニから陸路で国境を越え

てラオスの首都ピエンチャンを訪問し。帰り

は，再度陸路でウドンタニに戻り，そこから空

路バンコクに戻った。

交流活動のメインは，テニスの指導とテニス

ラケットとボールを寄贈することであった。テ

ニスに触れる機会の少ない地域に，テニスの普

及をはかるための活動である G 寄贈するテニス

ラケットは， 日本のラケットメーカーが試打用

ラケットとして 1年間使用した中吉のラケット

である。中古ラケットといっても，試打に用い

ただけなので，比較的新しく感じられるラケッ

トがほとんどである。

今回の寄贈先は，テニス人口が東南アジア諸

国の中で極端に少ないラオスのテニス協会， タ

イの地方都市のバンドゥン市にある中学・高校

の2箇所であった。コンケーンから 80kmほど

離れたバンドゥン市では，テニスに触れる機会

がほとんどないということであった。

1 )筑波大学体育系

バンコクにあるカセサート大学とラチャパッ

ト・ウドンタニ大学では，授業時間を使わせて

いただき，学生に対してテニスの授業を行った。

また.バンドゥン市の中学・高校では，初めて

テニスを行うという中学生，高校生に対して，

テニス部の学生2名と一昨年まで体育学専攻に

在籍し現在は，バンコクの高校で教鞭をとっ

ているムーアン君に手伝ってもらし吋旨導を行っ

た。テニスを教えた後に，中学生や高校生から

セパタクロを教わった。セパタクロの試合で

は，高校生にまったく歯が立たなかった(写真

5)。バンドゥン市を訪れた臼本人は，久しぶり

ということであった。

ラオスでは，教育省の建物と国を代表する

スポーツ施設が同じ敷地の中にあった。テニ

スコートも 2部あり，ラオスのトップ選手や

一般の大人，あるいは将来を自指すジュニアた

ちが時間を分けありながらプレーしていた。教

写真 1 ラオス唯一の体育大学における授業風景

-45-



育省を訪問すると大131が応対してくれ.テニス

ラケット，テニスボールの寄贈式にも参加して

くれた。現EIのラオスの新1111に写真っきで取り

Lげられていた。大!?1は.テニスの指導1:1:1もテ

ニスコートの横で見守ってくれ，ほほ 1EI付き

合ってくれた。(写真 4)

ピエンチャンにある体育大学を訪問した。ま

だ. 2 ir::ililJの短期大学であった。ラオスでは体

育の教師になるのに. 2年間学べばいいという

ことであった。しかし他の東南諸国と歩調を

合わせるために.そして他の分野と同じよう

に4年制の大学にする必姿性がIlJ!-(工れ， ょうや

く1年後に 4ir::iiJlJ大学に移行するということで

あった。たぶん.今年の 4月から 4年*IJの大学

として再出発しているものと忠われる。学長

2 ラオス唯一の体育大学の教室

4 ラオスの子供述は元気いっぱいでした

は，先生たちをタイに派遣して11多:1づ子を11';(1与さ

せているということで、あった。グラウンドに出

て，授業)員長を見せてもらった。 凸Il_I_lのグラウ

ンドで一生懸命授業を受けている学生の姿が

すごく印象に残った(写真 1)。教室も見学し

たが机などかなり 11J-いものであった(写真 2)。

ラオス各地から集まった学生たちは.壊れそう

な古し寸~:主主主をに住み， 一部屋 20名くらいで生

活していた(写真 3)。コンケーン大学の先生

たちがラオスの教育のサポートを活発に行って

いるということであった。

毎年，テニス部の学生を述れて行き.テニス

の指導のサポートや実際の指導を行わせてい

る。東南アジア諸国の若者と交流した経験を今

後の人生に生かしてほしいものである。

写真 3 ラオス唯一の体育大学の宿舎

5 タイでセパタクロ一体馬会
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